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A method of studying architecture by visiting building itself 
- In the case of Edo-Tokyo-Tatemono-Enー
Sαtoru OKADA， ，Motoshi MORITA 
Abstract 
In this report we introduce a method of studying architecture by visiting building itself. 
By visiting building one can get more information than by reading or checking in a net. 
Proper guiding or giving keywords aids visitors. We consider Edo-Tokyo-TatemonφEn 
(outdoor architectural museum in Tokyo) and study buildings through the viewpoints of 7 
keywords such as temporary building， preservation of building. law and building and so on. 
キーワード:visit 見学.study 学習.architecture 建築.
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さらに. たてもの I~llの |片山lに合せて l'内側iì され.
ビジターセンターとそのj目途を変えて現イEまで
使われている。























A-51高橋是清邸 1 1 明治
A住宅 1 A-61西川家別邸 1 1 大正
A一71三井八郎右衛門邸(※) 1図11"'13 1明治~昭和
A-81前川国男邸 |図3、7 1昭和戦前
A-91田園調布の家(大川邸) 1~6 I I.....:...:.::::::.:::.~..:.::.....~..:::.:.....:-.::...::....:.:::~.:.:.....................f:::::..~..............................1 大正 |洋風
A-101小出邸 |図5 1 
A-111デ・ラランデ邸 |図4 1 明治
B-11鍵屋(居酒屋) 1 1 江戸
B-21小寺醤油庖 1 1昭和戦前
B-31仕立屋 1 1 明治 |和風
B-41川野商庖(和傘屋) 1 1 大正
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3)はlij1 11家の i~~ JnH別荘に{栄作されていた古11




























や収il~ hl;:に入れて1~~t~:することはイ.; IIr íì~である。
しかも.建築を鑓1't. .fl1!.Wf，するには|人J;'~i\に人り














江戸rl'JUJの綱山家 (A-4. I}(I 2)には低い
粁とシシマド.行場合:てのれが比られ.たても










して屋根の品目~，tlIt も7tめたイ刊1[1'1: をも ち . 長い川
に多くの人のイ~ :1'J: tこよる r~!境に適応した};H!~の
シルエットは私たちの1にも美しく I!k:る。
一方たてもの|虫|で近代そ械と呼ばれている小
Hl 邸 (A-IO目|立15 ) . lij 1閥リJJj¥(f¥-8. 1記1
















































施行，ìíJ後の ill築的な対応、のjÆいを示す 'J ~例と 3
える。
エレベーターの設問方法についても.ベJI:邸

















たてものIÎtl に 5 株ある看板ill~ìlll (ぷ 1)で























図10 村上利11~::' t 会I(ijがモルタル検で.防火対策
(延焼防止)とられている




































図1 : JI:J!l1 符1 J[而床のHlJ.イiT'に泌い捌.
f.J II~院(いずれも締(-Pl~を意殺して向く作られ
ていることにi主立)
図12 : JI:J!l1存IUから食堂を見る 仁からk)J:!.毛
引1 1 • )Jの'I':くずしの欄11.内法.ll.j11































































を組んで 1:で本ぐことも.込山1却のように令て 図14 九二 l郎防}，li~lfiのだ奥は!日l時に移築された氏以
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図16 Ill l'l;lJI院~'Jffi 向持断面図
ギリシア神殿のダIJ伎のような一部の例を除くと.
力の流れがやlりやすく表現されている例は少な























































































































3) 森田元志「江戸 東京J.日本建築学会 f建
築雑誌建築年報2∞9Jp. 48-49. 2∞9.9 
4) 鈴木博之 f建築7つの力j鹿島出版会.1984 
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会.1987 
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通信新聞社.1995 
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研究社.20日
9) 前川邸1のヒミツと 5のナゾ他(サロン・
ド・エム:たてもの困ボランティア有志)
2∞7.11.3 
10) 文化財建造物保存技術協会(編)r江戸東京
たてもの園大川邸移築工事報告書j江戸東京博
物館.1995 
1) 文化財建造物保存技術協会(編)r江戸東京
たてもの国三井邸移築工事報告書(解体編)J
江戸東京博物館.1994 
12)鈴木博之 rNHK市民大学空間を造るJ1986 
?
注1) 看板建築とは.関東大鍵災の復興期に登場
した，商庖建築の伝統的な町屋の表側についた
てのようなファサードを立てる特異な構成をも
っ建築の様式名である。
注2) 西暦1940年(昭和15年)が神武天皇の即位
から2600年に当るとされることから.同年1月
10日.宮城前広場で「紀元二千六百年式典」が
開催された。関連事業のため.東京府は同年に
小金井.砧.神代.舎人.水元.篠崎緑地の6
ケ所の大緑地合計侃8haを都市計画決定し事業
化した。
注3) 知庵は元和4年(1618年)に.織固有楽に
よって.京都建仁寺の塔頭正伝院が再興された
際に建造された茶室と言われている。明治6
年(1873年)に正伝院は永源庵跡地に移転の際
に.祇園町の有志に払い下げられた。その後三
井家の所有になり明治41年(1908年)に東京今
井町の三井本邸に移築された。小出邸の設計者
である堀口捨巳は今井町から大磯別邸への移
築(1938年)に際し考証相談役として関与し
(1936年).愛知県犬山の有楽園への移築復原
(1972年)を指導した。
注4) 東京駅駅舎の建て替え計画は.1999年(平
成1年)から2000年(平成12年)にかけて検討
され建築当初の形態に復原することに決定し.
500億円といわれる復原工事の費用は丸の内地
区の再開発ピルへの容積の移転で賄われた。復
原工事は丸の内地区の高層ビルへの建て替え事
業と並行して行われ.復原工事は.2∞7年(平
成19年)に着工し2012年(平成24年)10月に竣
工した。
注5)伝統的に屋根勾配は tan8で表わすので.
5寸は5/10勾配になる。
注6) 明治政府によって1871年工部省に工学寮が
設置され1873年に大学が開校する。 1877年1月
には工部大学校に改称し.1886年の帝国大学令
により東京大学工芸学部と合併して東京大学の
前身である帝国大学となる。辰野金吾は工部大
学校造家学科1879年の第1回卒業生であった。
注7) 高齢者.障害者等の移動等の円滑化の促進
に関する法律(平成18年6月21日法律第91号)
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実物から住まいと建築を学ぶ手法について
通称、はバリアフリー新法。高齢者.障害者等の
自立した日常生活及び社会生活を確保すること
の重要性にかんがみ.公共交通機関の旅客施設
及び車両等.道路.路外駐車場.公闘施設並び
に建築物の構造及び設備を改善するための措
置. (中略)その他の措置を講ずることにより.
高齢者.障害者等の移動上及び施設の利用上
の利便性及び安全性の向上の促進を図り. もっ
て公共の福祉の増進に資することを目的とする。
(法第 I条)
注8) 写しは. 日本の伝統的な芸術の世界で.先
行する手本(本歌)を棋倣する手法として一般
的に行われている。
一茶室建築の場合も茶匠の精神.美意識の継
承という求道的な側面が加わるようになる。そ
してこの時期(利休の詫び茶完成後)から「写
し」は.茶室における伝統継承の有効な手法と
して盛んにおこなわれるようになる。大和智
“茶室の「写しr建築雑誌199011:'3月号
注9) フライングパットレス(飛梁)やピナクル
(小尖塔)は構造上の有効性が認められている
が.交差ヴオールトのリプは視覚的に力の流れ
を連想させるが榔造・施工上の有用性は認めら
れてない。
ーまもなく頂線にもリプを加え.さらにリプの
造形効果をヴオールト全体に求めていった。飯
田喜四郎「ゴシック述築と構造合理主義J建築
雑誌2∞4年10月号
注10) フイレンツェの大型堂.正式にはサンタ・
マリア・デル・フィオーレ大聖堂。 1418年ク
ーポラ(ドーム)はプルネルスキーの案によ
り1420年に建設が開始され. 1434年に完成した。
プルネルスキーはルネッサンスを代表する建築
家の一人。
注1) 図17は武蔵野郷土館時代の1990年に岡田が
スケッチした略図である。
注12) 問問都市株式会社の開発は宅地造成が先行
し先行する洗足地区が大正1年6月に阪売が
開始された。同12年8月の多摩川台地区(現在
の田園調布)の阪売開始には鉄道(目黒浦田電
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鉄)の敷設が間に合わなかった。また.田園調
布は公園を含む道路率が18%に及び.同心円と
放射状の町割りからも開発の中心だった渋沢栄
一の理想主義が垣間見える。
